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(57)【要約】
　本発明は、平行な二つのサイドフラップ（３）及び少
なくとも一つの水平ウエブ（４）を有するエネルギーチ
ェーン（２）のリンク（１）に関する。二つのサイドフ
ラップ（３）及び少なくとも一つの水平ウエブ（４）は
、位置決め、枢支、係合によって互いに連結される。そ
れぞれにおいて接触面（６）と、接触面（６）を位置決
めするための関連する受入口（７）とを備える二つの枢
動グループ（５）は、位置決めされた状態の枢動グルー
プ（５）がチェーンリンク（１）の長手方向の軸（９）
と交差する枢動軸（８）を形成するように設けられる。
さらに、それぞれにおいて、係止要素（１１、２８）と
、係止要素（１１、２８）を受容するための関連する当
接部（１２、１３）とによって形成される二つの係合グ
ループ（１０）が設けられる。本発明は、複数の異なる
水平ウエブ（４）及びサイドフラップ（４）によって、
簡易な方法で組み立て可能なチェーンリンク（１）を示
し、水平ウエブ（４）とサイドフラップ（３）との間の
結合を偶発的に外すことはできない。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平行な二つの側面タブ（３）及び少なくとも一つの横断桟（４）を有する、エネルギー
伝導チェーン（２）のチェーンリンク（１）であって、前記二つの側面タブ（３）及び前
記少なくとも一つの横断桟（４）は、互いに、接触して設置、枢支、及び係合されること
によって連結し、
　接触面（６）と前記接触面（６）を接触させるための対応する収容部（７）とを備える
二つの枢動グループ（５）と、二つの係合グループ（１０）とが設けられ、前記枢動グル
ープ（５）は、それぞれにおいて、接触した状態で前記チェーンリンク（１）の長手方向
の軸（９）と交差する枢動軸（８）を形成するようにし、前記係合グループ（１０）は、
それぞれにおいて、係止要素（１１、２８）と、前記係止要素（１１、２８）を収容する
ための対応する対向軸受（１２、１３）とによって形成される、チェーンリンク。
【請求項２】
　前記枢動グループ（５）は、前記横断桟（４）が前記チェーンリンク（１）の前記長手
方向の軸（９）を交差するように前記側面タブ（３）に向かって移動するのを防止する、
請求項１に記載のチェーンリンク（１）。
【請求項３】
　少なくとも一つの桟（２８）が、前記チェーンリンク（１）の内部に向かって前記横断
桟（４）上に構成され、凹み（１３）が、前記桟（２８）を係合して収容するために前記
側面タブ（３）に構成される、請求項１又は２に記載のチェーンリンク（１）。
【請求項４】
　プロファイル（１４）が、少なくとも一つの桟（２８）を前記チェーンリンク（１）の
内部に向かって、前記横断桟（４）上に取り付けるように構成される、請求項１又は２に
記載のチェーンリンク（１）。
【請求項５】
　前記横断桟（４）は、前記プロファイル（１４）を係合して収容するためのニッチ（１
５）を有し、前記ニッチは、前記チェーンリンク（１）の前記長手方向の軸（９）を交差
して延在する、請求項４に記載のチェーンリンク（１）。
【請求項６】
　係合突起（１６）が、前記チェーンリンク（１）の内部に向かって、前記ニッチ（１５
）に沿って両側に延在する、請求項５に記載のチェーンリンク（１）。
【請求項７】
　前記係合突起（１６）は、前記プロファイル（１４）を収容する輪郭（１７）を有し、
前記輪郭は、前記プロファイル（１４）の輪郭（１７）と相互に作用して係合する、請求
項６に記載のチェーンリンク（１）。
【請求項８】
　桟（２８）として使用される前記プロファイル（１４）は、前記係合グループ（１０）
の前記係止要素（１１）を形成し、前記凹み（１３）は、前記対向軸受を形成する、請求
項４から７のいずれか一項に記載のチェーンリンク（１）。
【請求項９】
　前記枢動グループ（５）は、凹部（１８）と前記凹部（１８）内に差し込まれる対応す
る凸部（１９）とを有し、枢動軸（８）と係合グループ（１０）との間に配置される、請
求項１から８のいずれか一項に記載のチェーンリンク（１）。
【請求項１０】
　前記係止要素（１１）は、係合横材（２１）を有するばね要素（２０）によって形成さ
れ、前記対向軸受（１２）は、前記係合横材（２１）を収容するための対応する係合凹部
（２２）によって形成される、請求項１から９のいずれか一項に記載のチェーンリンク（
１）。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一項に記載の複数のチェーンリンク（１）を備える、エネ
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ルギー案内チェーン（２）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の対象は、エネルギー伝導チェーンのチェーンリンクに関し、また、そのような
リンクを有するエネルギー伝導チェーンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　エネルギー伝導チェーンは、局所的に固定した連結点と可動式の連結点との間で、導線
、ケーブル、ホース等を案内するために使用される。エネルギー伝導チェーンは、複数の
チェーンリンクにより形成される。チェーンリンクは、互いに関節式に連結される。チェ
ーンリンクは、それぞれ二つのタブと、タブに連結可能或いは連結される少なくとも一つ
の横断桟とを備える。タブ及び横断桟は、各導線、ホース等が配置される案内経路を形成
する。
【０００３】
　枢動軸を中心にタブ上で枢動可能な少なくとも一つの横断桟を有するチェーンリンクは
、技術水準から周知である。そのような横断桟は、反対側のタブに取り外し可能に連結で
きるスナップフックを反対側に有している。
【０００４】
　また、挿入及び係合によって横断桟が両側で側面タブと連結可能であるチェーンリンク
も、技術水準から周知である。一般に、そのようなチェーンリンクは、側面タブと横断桟
を互いに分離できるようにする連結要素を提供する。
【０００５】
　既知のチェーンリンクにおいては、力の影響により、今のところ側面タブ及び横断桟が
互いに非意図的に分離することが起こり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、本発明の課題は、技術水準に関して記載される問題を少なくとも部分的に緩和
し、特に、側面タブと横断桟との間の連結が偶発的に取り外される虞がなく、同時に組み
立てが容易なチェーンリンクを示すことである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　これらの課題は、請求項１の特性によるチェーンリンクを用いることによって達成され
る。当該装置の更に有利な実施形態を各従属項に示す。各請求項に個々に列挙される特性
は、技術的な意味を成す任意の所望の方法で組み合わせ可能であり、本発明のさらなる実
施形態の異型を示しながら、記載から説明的な事実を付すことができる。
【０００８】
　これらの課題は、特に、平行な二つの側面タブ及び少なくとも一つの横断桟（transver
se crosspiece）を有するエネルギー伝導チェーンのチェーンリンクを用いて達成される
。二つの側面タブ及び少なくとも一つの横断桟は、互いに、接触して設置、枢支、及び係
合されることによって結合し、そこで、接触面と前記接触面を接触させるための対応する
収容部とを備える二つの枢動グループと、二つの係合グループとが設けられ、前記二つの
枢動グループは、それぞれにおいて、接触した状態で、前記チェーンリンクの長手方向の
軸と交差する枢動軸を形成するようにし、前記二つの係合グループは、それぞれにおいて
、係止要素と、係止要素を収容するための対応する対向軸受とによって形成される。
【０００９】
　チェーンリンクの長手方向の軸とは、チェーンリンクが組み立てられた状態において、
案内される導線が延在する方向を意味する。チェーンリンクは、それぞれの横断桟によっ
て上方及び／又は下方に画定され、側面タブによって側面に対して画定される。特に、枢
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動グループの少なくとも一つの要素及び係合グループの一要素は、それぞれにおいて、横
断桟上及び側面タブ上に構成される。枢動グループと係合グループの各要素は、特に上部
及び／又は下部領域においては、各側面タブ上に構成される。枢動グループの各要素及び
係合グループの各要素は、チェーンリンクの長手方向の軸の端部領域、特に角部領域にお
いて、横断桟上に構成される。好ましくは、二つの枢動グループの収容部は、それぞれに
おいて側面タブに構成され、二つの接触面は、二つの端部領域に、好ましくは、横断桟の
二つの角部領域に構成される。接触面及び収容部は、接触面が、収容部の中に及び／又は
収容部の上に設置され、その後、横断桟が側面タブに向かって枢動できるように成形され
る。それにより、接触した状態において、二つの枢動グループは枢動軸を形成し、横断桟
は該軸を中心に枢動可能である。このために、接触面及び収容部は、半円形に近い形状の
プロファイル（profile）を有し、半円形に近い形状の各プロファイルは、接線方向に或
いは角度を付けて直線部分内に移行できる。組み立てられた状態において、収容部は部分
的に接触面を囲い、特に接触面を越えて上方に延在する。
【００１０】
　横断桟を各側面タブと堅固に連結させるために、接触した横断桟は、係合グループの各
要素が横断桟及び側面タブ上で互いに係合するまで、枢動軸を中心に枢動される。係合グ
ループの各要素は、特に枢動グループの各要素と反対側の端部に、横断桟上に長手方向に
配置される。係止要素及び対向軸受の係合により、横断桟と各側面タブとの間の押込嵌合
（force-fit）及び／又は形状嵌合（shape-fit）連結が行われる。特に、係合グループは
、係合連結の取り外しが二つの位置、特に二つの側面タブにおいて、反対方向の力の作用
によってのみもたらされ得るように構成される。従って、係合連結は、二つの側面タブに
おいて同時に取り外されなくてはならず、それによって横断桟が各側面タブから完全に取
り外し可能となる。
【００１１】
　本発明によると、チェーンリンクは、横断桟が平行な二つの側面タブと接触して設置さ
れ、この接触ステップによって形成される枢動軸を中心に枢動することによって組み立て
られ、そこで接触面及び収容部は接触したままとなり、それに続く係合によって互いに堅
固に連結される。このように、特に、例えばチェーンリンクの長手方向の軸と交差する長
さがそれぞれ異なる各横断桟を、同一の各側面タブに連結することも可能になる。このよ
うにして、チェーンリンク用の一種のモジュールシステムが作られる。
【００１２】
　本発明の有利な更なる成果によると、各枢動グループは、横断桟がチェーンリンクの長
手方向の軸と交差して側面タブに向かって移動するのを防止する。このことは、特に、停
止面が枢動グループの各要素内において横断桟及び／又は側面タブ上に形成され、横断桟
及び側面タブがチェーンリンクの長手方向の軸と交差する方向にそれらの面と当接して位
置付けられることで達成される。そのような横方向の動きを防止することは、接触した状
態で既に達成されているため、接触自体は簡易化され、一方で、さらに枢動動作が案内さ
れる。なお、そのような横方向の動きは、組み立てられた状態においても抑制される。そ
れにより、枢動グループは、横断桟と側面タブとの間の形状嵌合連結に寄与する。
【００１３】
　本発明の別の有利なさらなる成果によると、少なくとも一つの桟（crosspiece）は、チ
ェーンリンクの内部に向かって横断桟上に構成され、凹みは、桟を係合して収容するため
に側面タブ内に形成される。桟は、特に、チェーンリンクの長手方向の軸と交差する方向
に延在し、それによって横断桟の全幅に亘って延在できるが、端部領域内だけに構成する
ことも可能である。桟は、横断桟上の導電線に向かって、横断桟の内側上に構成される。
桟は、横断桟の特に端部領域に複数のアンダーカット（undercut）を有し、それによって
桟は、側面タブ上の凹み内に係合できる。従って、凹みは、側面タブの上側及び／又は下
側に構成され、桟に対応する形状である。桟及び凹みは、係合グループの係止要素又は対
向軸受を形成できるが、横断桟が二つの位置において、即ち、二つの側面タブによる合計
四つの位置において側面タブに係合するように、係合グループに累積する形で提供される
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のが好ましい。
【００１４】
　プロファイルは、横断桟上に少なくとも一つの桟を取り付けるために、チェーンリンク
の内側に向けて構成されることが特に好ましい。プロファイルは、物質的な嵌合によって
横断桟に連結されず、横断桟と共に作業ステップで製造されない構成要素を意味し、すな
わち、横断桟の製造後にのみ、横断桟に取り付けられる構成要素を意味する。該構成要素
は、非連結状態においてプロファイルとして見なされ、連結された状態では、プロファイ
ルは、チェーンリンクの内側に向かって桟を形成する。このことは、桟が横断桟と共に作
業工程において製造される必要はなく、むしろその後に横断桟に連結できるという利点が
ある。桟は、端部領域にアンダーカットを有しているため、横断桟と同時に製造すること
は、多大な労力をかける場合のみ可能である。さらに、このように異なる桟は、異なる要
件を考慮して使用することができる。従って、桟は、適応されるべき完全な横断桟なしに
、案内される導線の要件に適応することができる。さらに桟は、案内される導線を互いに
順に分離することができる分離横材（separating crosspiece）の取り付けに役立つ。
【００１５】
　これに関連して、横断桟は、チェーンリンクの長手方向の軸を交差して延在する、プロ
ファイルを係合収容するためのニッチを有することが好ましい。それに応じて、プロファ
イルは、ニッチ内に挿入されて係合できる部分を有する。プロファイルをニッチ内に挿入
することによって、プロファイルは、横断桟にわずかな組み立てステップで連結され得る
。各係合突起は、チェーンリンクの内側に向かって、ニッチに沿って両側に延在すること
がさらに好ましい。係合突起は、一つには、プロファイルがニッチ内に挿入されるときに
プロファイルを案内し、二つには、係合保持（engaged hold）を支持する要素を形成する
。これに関連して、係合凹みは、プロファイルに係合するばね要素を形成する。
【００１６】
　従って、係合突起は、プロファイルを収容するための輪郭を有することがさらに好まし
く、該輪郭はプロファイルの輪郭と相互作用して係合する。係合突起の輪郭及びプロファ
イルの輪郭は、特に特定の部分において、組み立てられた状態でチェーンリンクの長手方
向の軸の方向に延在する。横断桟とプロファイルとの間の連結は、上述の各輪郭によって
より確実となる。
【００１７】
　本発明の別の有利なさらなる成果によると、プロファイルは、係合グループの係止要素
を形成し、特に、プロファイルは、両方の係合グループの係止要素を形成する。
【００１８】
　本発明のさらに別の有利な更なる成果によると、枢動グループは、凹部と、該凹部内に
案内される対応する凸部とを有し、枢動軸と係合グループとの間に配置される。好ましく
は、凸部は側面タブ上に配置され、凹部は、横断桟に構成される。凹部内に係合する凸部
により、一つには、枢動動作が案内され、二つには、接触及び枢動中の二つの側面タブ間
の距離が、係合グループの各要素を互いに係合できるように予め定められる。
【００１９】
　係止要素は係合横材を有するばね要素によって形成され、対向軸受は、係合横材を収容
するための対応する係合凹部によって形成されることが特に好ましい。好ましくは、係合
横材を有するばね要素は、横断桟上に配置され、係合凹部は、側面タブに構成される。ば
ね要素は、特に、横断桟と一体に連結された、長手方向の軸と交差して下方に延在する部
分によって形成され、該部分は、長手方向の軸と交差して外側に弾性的に撓むことができ
る。これに関連して、係合横材は、チェーンリンクの方向に当該ばね要素から延在し、側
面タブの外面上で対応する係合凹部内に係合する。側面タブと横断桟との間の係合連結は
、外側にばね要素が撓むことによって取り外しできる。
【００２０】
　本発明の別の有利なさらなる成果によると、係止要素は、チェーンリンクの長手方向に
延在し、対向軸受は、垂直方向に形状嵌合することによって、連結した状態で係止要素を
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保持する。特に、係止要素は、枢動グループと反対側の端部において横断桟上に構成され
、対向軸受は、それに応じて側面タブに構成される。
【００２１】
　本発明の別の態様によると、本発明による複数のチェーンリンクを備えるエネルギー伝
導チェーンが提案される。エネルギー伝導チェーンは、特に局所的に固定した連結点と可
動式の連結点との間に延在する。
【００２２】
　以下では、実施例として各図面を用いて、技術環境だけでなく本発明についても説明す
る。各図面は、本発明の特に好ましい実施形態の異型を示しているが、本発明はそれらに
制限されないことを指摘しておきたい。各図面は、概略的に示している。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】エネルギー伝導チェーンである。
【図２】斜視図における、本発明によるチェーンリンクの実施形態の側面タブである。
【図３】斜視図における、本発明によるチェーンリンクの実施形態の横断桟である。
【図４】斜視図における、組み立て中のチェーンリンクである。
【図５】側面図における、組み立て中のチェーンリンクである。
【図６】側面図における、組み立てられたチェーンリンクである。
【図７】組み立てられたチェーンリンクの断面の詳細である。
【図８】側断面図における横断桟である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１において、複数のチェーンリンク１を有するエネルギー伝導チェーン２が示され、
チェーンリンク１は、連結領域によって互いに関節式に連結される側面タブ３を有してい
る。エネルギー伝導チェーンは、局所的に固定した連結点２４を可動式連結点２５と連結
する。チェーンリンク１は、一般に、二つの側面タブ３及び少なくとも一つの横断桟（tr
ansverse crosspiece）４を有する。
【００２５】
　図２は、斜視図における、本発明によるチェーンリンク１の一実施形態の側面タブ３を
示す。側面タブ３は、長手方向の軸９に沿って延在し、長手方向の軸９の方向において、
端部領域に連結領域２３を有し、当該連結領域によって側面タブ３が他の側面タブ３と関
節式に連結可能となる。図２においては、側面タブ３の外面２６が見られる。側面タブ３
は、上部側に、枢動グループ（pivot group）５の要素である収容部７を有する。さらに
、凸部（elevation）１９は上部に形成され、該凸部は、長手方向の軸９の方向に、枢動
グループ５の要素と係合グループ（engagement group）１０の要素との間に配置される。
係合グループ１０の要素は、対向軸受（counter-bearing）１２であり、対向軸受１２は
係合凹部２２の形で構成され、側面タブ３の外面２６上に位置している。さらに側面タブ
３は、内側に向かって、上部に凹み２３を有する。
【００２６】
　図３には、二つの側面タブ３と共にチェーンリンク１を形成し得る横断桟４が斜視図に
示されている。横断桟４は、組み立てた状態においてチェーンリンク１の内側を形成し、
案内される導線と対面する側の面が示されている。また、横断桟４は、枢動グループ５の
要素と係合グループ１０の要素も有する。枢動グループ５の要素は、接触面６によって形
成され、それぞれにおいて、横断桟４の角部領域内に構成される。係合グループ１０の各
要素は、ばね要素２０及び係合横材（engagement crosspiece）２１を有する係止要素１
１によって形成される。凹部１８は、横断桟４上の外側において、枢動グループ５と係合
グループ１０の要素との間に形成される。さらに、横断桟４は、その内側に、チェーンリ
ンク１の長手方向の軸９と交差する方向に延在する桟（crosspiece）２８を有する。
【００２７】
　図４では、図２による側面タブ３及び図３による横断桟４を用いたチェーンリンク１の
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詳細を、組み立て中のある瞬間的なイメージにおいて斜視図で示している。ここで示され
る組み立て状態において、枢動グループ５の接触面６は、枢動グループ５の収容部７に接
して設置された。それに応じて、他の接触面６（不図示）も、図示されていない側面タブ
３の他の収容部７に接触するようになっていた。枢動軸８は、枢動グループ５の各要素と
接触することによって構成される。続いて、横断桟４は、側面タブ３に向かって枢動軸８
を中心に枢動し、そこで凸部１９が凹部１８内に係合し、枢動プロセスを案内する。枢動
プロセスの終了時に、係止要素１１及び対向軸受は、互いに係合することにより相互に作
用する。さらに、桟２８は、凹み１３内に係合する。
【００２８】
　図５は、図４によって組み立てた状態を側面図で示し、下側の側面タブ４は既に組み立
てられている。上側の側面タブ４は、接触面６によって収容部７に接触している。続く枢
動プロセス中に、凸部１９は凹部１８内に係合し、それにより枢動プロセスが案内され、
各側面タブ３の間の距離が設定される。枢動プロセスの終了時に、係合横材２１は、係合
凹部２２によって形成された対向軸受１２内に係合する。これに関連して、ばね要素２０
は、チェーンリンクの長手方向の軸９と交差する方向に、外側に向かって撓む。
【００２９】
　図６は、組み立てられたチェーンリンク１を側面図に概略的に示す。横断桟４及び側面
タブ３は、枢動グループ５の各要素が互いに係合し、係合グループ１０の各要素が互いに
係合したという意味で、互いに連結された。開口スロット２７は、側面タブ３と横断桟４
との間に構成され、ばね要素２０が外側に撓むという点で、係合グループ１０の各要素の
係合連結を解除するために使用できる。
【００３０】
　図７は、図６によって組み立てられたチェーンリンクの係合グループ１０の領域におけ
る横断面の詳細を示す。横断桟４は桟２８に連結され、桟２８は、凹み１３内に配置され
、そこで特に係合により側面タブ３と連結される。さらに、係合グループ１０の各要素が
示されており、係合横材２１を有するばね要素２０は、横断桟４上に構成されている。係
合横材２１は、係合凹部２２と係合している状態である。横断桟４を側面タブ３から外す
ために、ばね要素２０は、係合横材２１と共に外側に向かって撓むことができる。しかし
ながら、チェーンリンク１を完全に取り外すためには、ばね要素２０を両方の側面タブに
おいて同時に外側に撓ませる必要がある。
【００３１】
　図８は、断面図における横断桟４と、プロファイル（profile）１４を示す。横断桟４
は、ニッチ１５と、ニッチ１５の縁部に上方に延在し、輪郭１７を有する係合突起１６と
を有する。また、プロファイル１４も輪郭１７を有し、各係合突起１６によってニッチ１
５内に差し込むことができ、そこで横断桟４と係合することにより連結される。連結され
た状態において、プロファイル１４は、桟２８を形成する。
【００３２】
　本発明により、複数の異なる横断桟４及び側面タブ３から簡易な方法で構築可能なチェ
ーンリンク１が示され、ここでは、横断桟４と側面タブ３との間の連結を非意図的に外す
ことはできない。
【符号の説明】
【００３３】
１　チェーンリンク
２　エネルギー案内チェーン
３　側面タブ
４　横断桟
５　枢動グループ
６　接触面
７　収容部
８　枢動軸
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９　長手方向の軸
１０　係合グループ
１１　係止要素
１２　対向軸受
１３　凹み
１４　プロファイル
１５　ニッチ
１６　係合突起
１７　輪郭
１８　凹部
１９　凸部
２０　ばね要素
２１　係合横材
２２　係合凹部
２３　連結領域
２４　固定した連結点
２５　可動式連結点
２６　外面
２７　開口スロット
２８　桟

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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